
SVC50-P02 会場:コンベンションホール 時間:5月 24日 15:30-17:00

桜島火山における反復地震探査（第三回）
The third round of the repetitive seismic experiment in Sakurajima Volcano.
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桜島火山北東部で行われた第３回目の繰り返し地震探査の概要とデータ整理結果を報告する。
　九州南部に位置する桜島火山では 2006年 6月以降、東山腹の昭和火口からの活動が活発化している。1946年に昭

和火口から溶岩を流出した活動では、溶岩流出に先立った数年間の爆発活動が記録に残されている。さらに、桜島にマ
グマを供給しているとされる姶良カルデラの隆起量は 1914年の大正噴火直前のレベルに近づきつつあることから（山本
他, 2010）、昭和火口の今後の活動の推移は注目される。
　火山活動のレベルを支配する要素として、火口へのマグマ供給量は本質的に重要である。火口へのマグマ供給量を

前もって直接モニターするためには、マグマ供給路上における観測が必要である。桜島で行われている繰り返し地震探
査では Hidayati et al.(2007)が提唱したマグマ供給モデルを考慮して桜島北部から東部にかけて測線を設定し、姶良カル
デラから桜島へのマグマ移動にともなう地下構造変化の検出をねらっている。
　本観測は 2008年の先行観測に引き続き、2009年から毎年 1回実施されている。桜島東麓と北山腹にそれぞれ 1本

ずつの測線を設定し、合計 14ヶ所のショットポイントと 252点の臨時観測点を測線上に設置した。観測機器および発破
薬量はこれまで行われた 2回の観測と同一仕様のものを用いた。震源にはダイナマイト (20kg）を使用した。臨時観測点
には固有周波数 4.5Hzの上下動地震計とデータロガー LS-8200SDとを用いた。9割以上の観測点は昨年と同一の場所に
復元された。
　展開した臨時観測点 252点中、データが回収できた観測点は 251点でデータ回収率は 99.6%であった。得られた観

測記録では 3ヶ所の発破に対して後続波波形が著しく変化している。これらのショットに対する観測ではコヒーレンスの
高い周波数帯域（5～8Hz）における、走時に対するコヒーレンスおよびコヒーレント角の変化率に変化が認められた。
本講演ではこの波形変化に対する震源波形の寄与と地下構造応答の寄与の分離と評価について議論する。
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